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Gルーフ
ボード天井材

EXM-155

●取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負うおそれのある内容を示しています。

●取扱いを誤った場合に、使用者が中・軽傷を負うおそれのある内容、または物的損害の
おそれがある内容を示しています。

●説明の内容で知っておくと便利なことを示しています。

●取付手順で、特に注意して作業をしていただきたいことを示しています。
●守っていただかないと組付けができない内容、または製品全体に後々不具合が発生する
おそれのある内容を示しています。

●取付説明の内容全体（個々の説明枠）にかかる注意事項を示しています。
●取付説明の内容に制限がある場合の条件を示しています。

警告

注意

※

補足

安全に関する記号 記号の意味

一般情報に関する記号

ポイント

＜施工の前に＞
注意

●このたびは、当社製品をお買いあげいただきましてまことにありがとうございます。
●この取付説明書に示した表示記号の内容は、製品を安全に正しく施工していただき、施主様等の危害や損害を未
然に防止するためのものです。

　表示記号の内容を良く理解したうえで、本書の内容（指示）にしたがってください。
●この取付説明書では、次のような記号を使用しています。

●製品の施工には、危険を伴う場合がありますので、必ず専門の工事業者による施工をお願いします。
●施工手順は、「Gフレーム 取付説明書（E248）G取付説明書区分表」で使用する取付説明書を確認してください。

注意
●ボルト、ねじは弊社純正品の規定本数を使い、下記の推奨締付けトルクで固定した後にゆるみがないか確認してくださ
い。製品の強度低下、またはケガの原因になります。
　・φ4ねじ　：2.5N･m±0.5N･m（25±5kgf･cm）
●アルミ製品が異種金属と接触する場合は、絶縁処理をしてください。
●製品の改造は絶対にしないでください。

＜施工上のご注意＞

取付説明書

※製品破損、倒壊による人への危害・物的損害が想定されますので、下記事項をお守りください。

●「E258 Gルーフ フリータイプ」の取付説明書を参照し、Gルーフの止水処理が確実にされている(水漏れのない)こと
を確認してください。    
●正しく施工、組付けをするために、施工前に必ず取付説明書をお読みください。
●製品の施工については、必ず取付説明書にしたがってください。
●施工終了後、取扱説明書は施主様にお渡しください。
●梱包明細表で必要な部材、部品が揃っているか確認してください。
●ルーフに断熱材を取付ける場合は、WEB公開版取付説明書の「プラスG離れ 取付説明書（EXM-107）」を参照して
ください。

ポイント
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●両面テープの貼付けの際は以下の点に注意して施工を行ってください。
　・気温が5℃以下の環境下で両面テープの貼付けを行わないでください。初期接着力の低下により剥がれの原因になります。
　・ボード天井材と縦材の接着面に水濡れのないこと、また汚れ、油分がないことを確認し、ローラーなどを使用し十分な力  
  　 (5kg/㎠以上)で圧着してください。
　・両面テープで部材同士を貼付け後、1時間以上の養生期間を設けてから次の組付けを行ってください。
   　（両面テープの接着力は圧着直後に1/3、1時間経過で2/3、72時間で最終接着力と変化していきます。）
●取付説明書の順序通りに組付けてください。製品の強度など、性能が低下する場合があります。
●施工中についた汚れは取除き、誤ってキズをつけた場合は補修塗料で補修してください。
●施工工事にあたっては、安全に施工を行なってください。
　・作業服および保護具（保護帽、安全帯、眼、手、足の保護具）を正しく使用してください。
　・作業場所の整理整頓を行なうとともに、安全確保を行なってください。
　　特に高所作業での安全確保、倒壊防止、照明による照度の確保など。
　・器具、工具、保護具などの機能を確認し、使用してください。
　・作業は、相互の作業と各作業工程を考慮して進めてください。免許、技能講習、特別教育が必要な作業は、有資格者
　が行なってください。
　・作業者が相互に安全確認を行なってください。健康状態を十分に確認し、健康管理を実施してください。
　・万が一、事故が発生した際には、直ちに手当を行ない、救助を第一に心がけてください。

ポイント

＜施工上のご注意 つづき＞

【1】ボード天井材　端部用
1. 梱包明細表

名　　　　称
W10 W15 W20 W30

員　　数

名　　　　称 略　　図

略　　図

員　　数
7スパン３スパン 5スパン

【3】端部カバーセット

端部受け材

端部見切りカバーA

端部見切りカバーB (L=2000)

【3-1】φ4×13サラドリルねじ（D7）
【3-2】φ4×8 ナベタッピンねじ２種
取付説明書  EXM-155

ボード天井材

W10：  L900
W15：L1400
W20：L1900
W30：L1445L

W699

1 211

2

2

4

33
11
1

2

2

4

55
17
1

4

4

4

77
26
1ー

【2】ボード天井材　中間用

名　　　　称
W10 W15 W20 W30

員　　数
略　　図

ボード天井材

W10：  L900
W15：L1400
W20：L1900
W30：L1445L

W750

1 211
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【4】中間カバーセット

名　　　　称 略　　図

連結カバー受け

連結カバー

連結カバー受け固定金具

【4-1】φ4×13ナベドリルねじ
【4-2】φ4×12トラスタッピンねじ3種
【4-3】φ4×13サラドリルねじ（D7）

員　　数

1

1

2

8
4
33

1

1

2

12
4
55

1

1

2

17
4
77

３スパン 5スパン 7スパン

●ボード天井材の納まりよって、天井吊部材セット内の縦材が余る場合があります。
●ねじスペーサーM5×20は、プラスG離れで断熱材を使用する場合のみ必要な部品になります。
詳細は、WEB公開版取付説明書の「プラスG離れ 取付説明書（EXM-107）」を参照してください。

補足

【6】天井材 端部見切り部材セット　フリータイプ用

名　　　　称 略　　図

調整フレーム

調整フレームカバー

【6-1】φ4×13ナベドリルねじ

員　　数

1

1

6

1

1

8

1

1

10

1

1

16

Ｗ15 Ｗ20 Ｗ30Ｗ10

【5】天井吊部材セット

名　　　　称 略　　図

員　　数

Ｗ20Ｗ10
端部用 中間用
Ｗ15
(Ｗ30)

Ｗ20Ｗ15
(Ｗ30)

縦材 A

縦材B

縦材C

端部用縦材受けA

端部用縦材受けB

中間用縦材受け

天井材共通スペーサー

 
 
【5-1】φ4×13ナベドリルねじ
【5-2】φ4×16ナベドリルねじ
【5-3】φ4×35ナベドリルねじ

1

1

1

1

1

ー

ー

ー

6
ー
ー

1

1

1

1

1

ー

ー

ー

11
ー
ー

1

1

1

1

1

ー

ー

ー

13
ー
ー

Ｗ10

2

ー

ー

ー

ー

1

3

ー

ー
3
6

2

ー

ー

ー

ー

1

3

2

ー
3
6

2

ー

ー

ー

ー

1

4

ー

ー
4
8

ねじスペーサー
M5×20 ※ 
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1
0
0
0
 (
1
5
0
0
)

【
1
0
6
0（
1
5
6
0
）】

750 【780】 750
1スパン～7スパン

1000 【1060】
（1500 【1560】）

910 （1410）

750 【780】 750
1スパン～7スパン

2
0
0
0
(3
0
0
0
)

【
2
0
6
0（
3
0
6
0
）】

1
0
0
0
(1
5
0
0
)

【
1
0
3
0（
1
5
3
0
）】

1
0
0
0
(1
5
0
0
)

【
1
0
3
0（
1
5
3
0
）】

3000【3060】

1455 1455

2000【2060】

1910

シングル シングルタイプ　※図はW10を示します。（　）内寸法はW15の場合です。

ダブル ダブルタイプ　※図はW20を示します。（　）内寸法はW30の場合です。

A

A'

A

A'

図2-2　A-A'縦断面図

図2-4　A-A'縦断面図

【W20サイズ】

【W30サイズ】

図2-1　上面図

図2-3　上面図

2. 基本寸法と各部名称

2-1 基本寸法　※図は、標準フレームを示す。150角フレームの場合は【　】内寸法。

●B-B'断面は 図2-8、図2-9を参照
してください。

ポイント

●B-B'断面は 図2-8、図2-9を参照
してください。

ポイント

雨樋

中間フレーム

雨樋

棟木

雨樋

中間フレーム

B B'

B B'
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図2-8　B-B'縦断面図・天井材の端部が中間フレームになる場合

図2-9　B-B'縦断面図・天井材の端部がフレームになる場合

図2-5　上面図

W30の場合

天井材
端部見切りカバーA

端部受け材

棟木

図2-7　A-A'断面　棟木部図2-6　A-A'断面　フレーム部　

A

A'

B B'

※（）は、150角フレームの場合です。

連結カバー

連結カバー受け

連結カバー受け固定金具

貼り始め側 貼り終り側

750（780） 750

天井材 調整フレーム
カバー

調整フレーム
貼り始め側 貼り終り側

端部見切りカバーB

端部縦材受けA

縦枠C 縦材B

天井材共通スペーサー

端部見切りカバーB縦枠A

中間縦材受け 端部縦材受けB

貼り始め側 貼り終り側
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図2-10

 端部受け材

端部見切りカバーA

中間用縦材受け

端部用縦材受けA

ボード天井材

縦材C

天井材共通スペーサー

端部用縦材受けB

端部見切りカバーA

端部見切り
カバーB

端部見切りカバーB

端部見切り
カバーA

縦材B

縦材A

フレーム
2-2 各部名称

2. （つづき）

図2-11　W30の場合

連結カバー受け固定金具

連結カバー受け

連結カバー

ボード天井材

木目
方向

木目
方向

木目
方向
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①調整フレームをボード天井材の端部となる中間フレームに【6-1】φ4×13ナベドリルねじで取付けてください。
②調整フレームカバーを調整フレームにはめ込んでください。

ポイント
●LEDダウンライトを取付ける場合、LEDダウンライト取付ける位置まで配線を通してください。
●取付けの詳細は「Z536 LEDダウンライト取付説明書」をご確認ください。

3. 端部見切り部材の取付け ※中間フレームが天井材の端部となる場合のみの作業です。

調整フレーム
調整フレームカバー

【6-1】φ4×13
　ナベドリルねじ

中間フレーム

図3-1　シングルタイプの場合

図3-2　ダブルタイプの場合

中間フレーム

調整フレームカバー

【6-1】φ4×13
　ナベドリルねじ

調整フレーム
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①端部受け材を必要に応じて加工（切詰め）してください。
②フレームにφ3.5 の下孔をあけ、端部受け材を【3-2】φ4×8 ナベタッピンねじ２種で取付けてください。

ポイント

●ルーフに竪樋またはエルボが付く場合は、その
内々で端部受け材を切断し取付けてください。

端部受け材の加工

フレーム

樋
エルボ

竪樋

【3-2】φ4×8 ナベタッピンねじ２種

【3-2】φ4×8 ナベタッピンねじ２種

端部受け材

4. ボード天井材の取付け

端部受け材

φ3.5下孔加工

端部受け材

加工寸法表
設置サイズ 使用部材 必要部材長さ 部材切断寸法
1スパン
2スパン
3スパン
4スパン
5スパン
6スパン
7スパン

3スパン用
3スパン用
3スパン用
5スパン用
5スパン用
7スパン用
7スパン用

660
1410
2160
2910
3660
4410
5160

1500mm切詰
750mm切詰

不要
750mm切詰

不要
750mm切詰

不要

※寸法値は目安です。取付け箇所を測定し納まりに合わせて
　加工してください。

【3-2】φ4×8 ナベタッピンねじ２
種は手締めで取付けてください。

φ4.5孔加工

切断50

10
.5

1
5

4
.5

1
5

4
.5

1
5

4
.5

端部受け材の取付け4-1

図4-1　端部受け材の取付け

図4-2

図4-3　ルーフ水下側へ取付けの場合 図4-4　ルーフ水上側へ取付けの場合 図4-5　躯体取付けフレームへ取付けの場合
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①フレームをケガキ、φ3.5 の孔をあけてください。
②連結カバー受け固定金具をフレームに【4-1】φ4×13ナベドリルねじで取付けてください。
③連結カバー受けを必要に応じて加工（切詰め）してください。
④連結カバー受けを連結カバー受け固定金具に【4-2】φ4×12トラスタッピンねじ3種で取付けてください。

⑤連結カバー受けを中間フレームに【4-1】φ4×13ナベドリルねじで取付けてください。

※W30の場合のみの作業です。4-2 連結カバー受けの取付け

棟木

フレーム

連結カバー受け
固定金具

  【4-1】φ4×13
  ナベドリルねじ

14
5530

3
5

図4-7　A部詳細

φ3.5
孔加工

ポイント
●連結カバー受けを連結カバー受け固定金具に取付ける場合は、インパクトドライバーは、使用しないでドライバー
でねじを取付けてください。ねじが破損する場合があります。

加工寸法表
設置サイズ 使用部材 必要部材長さ 部材切断寸法
1スパン
2スパン
3スパン
4スパン
5スパン
6スパン
7スパン

3スパン用
3スパン用
3スパン用
5スパン用
5スパン用
7スパン用
7スパン用

655
1405
2155
2905
3655
4405
5155

1500mm切詰
750mm切詰

不要
750mm切詰

不要
750mm切詰

不要
※寸法値は目安です。取付け箇所を測定し納まりに合わせて加工してください。

連結カバー受け材の加工
27.5 27.5

7

φ6孔加工

切断

A部

連結カバー受け固定金具【4-1】φ4×13ナベドリルねじ

連結カバー受け

【4-2】φ4×12
トラスタッピンねじ3種

フレーム

棟木

図4-6　連結カバー受けの取付け
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3
5

図4-8

φ3.5 写し孔

ケガキ線

ポイント

●中間縦材受けの向きに注意して取付けてくだ
さい。

縦材受けの取付け ※図はW10またはW15を示す。

4.（つづき）

4-3

【5-3】φ4×35
ナベドリルねじ（中間用）

【5-1】φ4×13
ナベドリルねじ

【5-2】φ4×16
ナベドリルねじ

フレーム

中間用縦材受け

端部用縦材受けA

天井材共通スペーサー

端部用縦材受けB

φ3.5
下孔加工

図4-9　縦材用受けの取付け

ポイント

●W10、W15、W30の場合、端部用縦材受けを
水上側に寄せて取付けてください。
●W20 の場合、端部用縦材受けを樋から 5mm
の隙間をあけて取付けてください（右図参照）。
●中間用縦材受けの穴位置と天井材共通スペーサ
ーの穴位置を合わせて取付けてください。

5

貼り始め側

貼り終り側

端部用縦材受け樋

端部用
縦材受けA

端部用
縦材受けB

フレーム

貼り始め側 貼り終り側

中間用縦材受け

φ3.5下穴

45

図4-10

※W20の場合
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縦材受けの取付け（つづき）4-3

端部用縦材受けA

中間フレームフレーム

【5-1】φ4×13
ナベドリルねじ

【5-2】φ4×16
ナベドリルねじ

天井材共通
スペーサー

35
5.
5

貼り始め側

【5-1】φ4×13
ナベドリルねじ

端部用縦材受けB

35

貼り終り側

41

①フレームまたは調整フレームの側面にφ3.5 の下孔を端部用縦材受けのピッチに合わせてあけてください。（図4-8
を参照）
②端部用縦材受けをフレームに【5-1】φ4×13ナベドリルねじで取付けてください。

③中間フレームに天井材共通スペーサー取付け用の下穴φ3.5 をあけてください。（図4-10、4-11を参照）
④天井材共通スペーサーを中間フレームにφ4×16ナベドリルねじで取付けてください。

⑤天井材共通スペーサーの
ツメに中間用縦材受けを
引っ掛け、穴ピッチを合わ
せて中間フレームにφ
4×35 ナベドリルねじ
で取り付けてください。

ポイント
● 端部用縦材受けは、フレームに対して平行になるように取付けてください。

ポイント
● 中間フレームと天井材共通スペーサーの間に隙間がないことを確認してください。

●W10、W15 （シングルタイプ）

B B A

W10、W15

●W20 （ダブルタイプ）

550 550275 275

W20

●W30 （ダブルタイプ）

600 600 120 120

W30

600600

寸法表
A B

W10
W15

75
120

350
600

水上水下

天井材用
スペーサー ツメ φ4×35

ナベドリルねじ

図4-11

貼り始め側 貼り終り側

－11－
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※1スパンのみ設置の場合は
　ボードを切詰め後 孔加工をしてください。

※各樋が納まるスパンのみ加工してください
※寸法値は目安です。取付け箇所を測定し納まりに合わせて
　加工してください。

（2）各樋部のボード天井材の切欠き加工

4-4 ボード天井材の加工

35テ
ラ
ス
仕
様

取
付
位
置

※
任
意

42ス
ト
レ
ー
ト
仕
様

取
付
位
置

※
任
意

4
5

ストレート仕様の場合 テラス仕様の場合

くさり樋の場合

ボード
天井材

ボード
天井材

ボード
天井材

ボード
天井材

ボード
天井材

ボード
天井材

ボード
天井材

ボード
天井材

φ45加工孔

6
4
8

6
9
9
 (
端
部
用
)

51

47.5デ
ザ
イ
ン
樋

取
付
位
置

※
任
意

デザイン樋の場合

φ54加工孔

78

5
0

化粧樋（外側排水用）仕様（水平納まり）の場合化粧樋（外側排水用）仕様（直角納まり）の場合
※90角柱・フレームはGウォール接続時のみ設置可能です。

50

9
0

80

5
0

エルボ仕様（水平納まり）の場合エルボ仕様（直角納まり）の場合

35

50

8
0

15
0

15
0W
/2

W
 

6
9
9
(端
部
用
)

7
5
0
(中
間
用
)

50
50

7 7

15
0

3
2
9

15
0

50
50

7

φ4.5孔加工 切詰め

φ4.5孔

（1）ボード天井材の孔加工

5
9

ク
サ
リ
樋

取
付
け
位
置

※
任
意

4.（つづき）
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4-5 縦材の取付け

縦材 貼付け位置

900
1400
1900
1445

860
1360
1860
1360

20
20
20
25

設置サイズ
W10
W15
W20
W30

L1 L2 D
20
20
20
60

E

縦材A
（貼り始め側：縦材C）

ボード天井材 L1

Dま
たは
E

L2

両面テープ

ボード天井材

ボード
天井材ボード

天井材

図4-11　縦材の取付け

図4-10　両面テープの貼付け

※フィルムが貼られていない
 （意匠面ではない）面

ポイント
●ボード天井材の表裏をよく確認し、フィルムが貼られていない（意匠面ではない）面に縦材を取付けてください。
●縦材Aの向きは、一方向に合わせて取付けてください。
●縦材Bの向きに注意して取付けてください。
●縦材Cは5㎜、縦材Bは6㎜ずつボード天井材から外側にはみ出して取付けてください。
●W30の場合、棟木側をDに雨樋側をEの寸法として貼付けてください。
●両面テープの貼り付けの際は以下の点に注意して施工を行ってください。
　・気温が5℃以下の環境下で両面テープの貼付けを行わないでください。初期接着力の低下により剥がれの原因になります。
　・ボード天井材と縦材の接着面に水濡れのないこと、また汚れ、油分がないことを確認し、ローラーなどを使用し十分
な力(5kg/㎠以上)で圧着してください。
　・両面テープで部材同士を貼り付け後、1時間以上の養生期間を設けてから次の組付けを行ってください。
　 （両面テープの接着力は圧着直後に1/3、1時間経過で2/3、72時間で最終接着力と変化していきます。）

ゴムローラー

両面テープ

両面テープ

両面テープ

ゴムローラー

①ボード天井材に両面テープを図4-12を参照して貼付けてください。
②両面テープの上から、ゴムローラー又は指で押し付けてボード天井材に圧
着させてください。（図4-10を参照）
③ボード天井材に貼った両面テープの上に縦材（A・B・C）を貼ってください。
④縦材の上から、ゴムローラー又は指で押し付けて縦材をボード天井材に圧着させ
て、貼付けてください。（両面テープや縦材の貼る位置は、図4-11、4-12を参照）

縦材B

縦材A

ゴムローラー
ゴムローラー

縦材側に貼らない
伸ばして圧着していない

縦材A
（貼り終り側：縦材B）

両面テープ2列

縦材Ｂの取付け向きに
ご注意ください

ルーフ側 フレーム側

図4-12　縦材 貼付け位置

15 23
28

15 23
28

15 15

縦材C 縦材A 縦材A 縦材A 縦材A 縦材B

両面テープ1列 両面テープ1列 両面テープ2列 両面テープ1列 両面テープ1列

ボード天井材端部用 ボード天井材中間用 ボード天井材端部用

5

貼り始め側 貼り終り側

6

Dま
たは
E
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図4-20　E部断面詳細図 図4-21　F部断面詳細図※

20

①配線を通す箇所のフレームと天井横枠にφ16の穴加工をしてください。

（1）W10、15の場合

（2）W20の場合（その１）

①配線を通す箇所の部材にφ16の穴加工をしてください。

ポイント
●配線用の穴加工を行なうフレームは、　　　側を加工してください。

ポイント

●配線用の穴加工を行なうフレームは、　　　側を加工してください。
●水上側が躯体付けフレームの場合はフレームから躯体付けフレームに配線を引き込んでから天井材の上に配線を引
き出してください。

4-6 配線用の加工

A部
屋根勾配

屋根勾配

屋根勾配

φ16

φ16

17

端部受け材

屋根勾配

屋根勾配

屋根勾配

屋根勾配

C部

D部

E部

F部

図4-18　C部断面詳細図

φ16 φ16

図4-19　D部断面詳細図※

※中間フレームと中間用縦材
受けの隙間（20mm）に配
線を引き込んでください。

中間用縦材受け

1
7

20

24
.5

※照明を取付ける場合の手順です。

図4-13

図4-14　Ａ部断面詳細図

図4-17

図4-15　水上側が躯体付けフレームの場合

図4-16　B部断面詳細図

φ16

躯体

ボード天井材

端部見切り材受け

躯体付けフレームカバー

躯体付けフレーム屋根勾配

屋根勾配

屋根勾配

B部

貼り始め側

貼り始め側

貼り始め側

4.（つづき）

端部用縦材受けA

縦材C

縦材A

中間用縦材受け

中間フレーム

φ16

端部見切りカバーB

17

2
0
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①配線を通す箇所のフレームと天井横枠にφ14の穴加工をしてください。

（3）W20の場合（その２）

（4）W30の場合

①配線を通す箇所の調整フレームにφ14の穴加工をしてください。

ポイント

●配線用の穴加工を行なうフレームは、　　　側を加工してください。

ポイント

●配線用の穴加工を行なうフレームは、　　　側を加工してください。

4-6 配線用の加工(つづき) ※照明を取付ける場合の手順です。

H部
屋根勾配

屋根勾配

屋根勾配

屋根勾配

屋根勾配

屋根勾配

図4-25　H部断面詳細図

屋根勾配

屋根勾配

屋根勾配

屋根勾配

図4-23　F部断面詳細図

F部G部

※G部断面詳細図は本図と対称

φ14

φ14 φ14

1
3

50

1
7

図4-22

図4-24

貼り始め側
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①貼り始めのボード天井材端部を端部用縦材受けAと中間用縦材受けに引っ掛けてからスライドさせてはめ込んでく
ださい。
②次にボード天井材中間用を中間用縦材受けに引っ掛けてからスライドさせて、はめ込んでください。
③貼り終りのボード天井材端部を中間用縦材枠受けに引っ掛けてから、端部用縦材受けBにはめ込んでください。

ボード天井材の取付け4-7

ボード天井材
端部用

●ボード天井材がフレーム下面よりはみ出ない（部
材のかん合がはまっている）ことを確認してくだ
さい。

●縦材Bを押し込んだ後、確実にかん合していること
を確認するため通しでも押し込んでください。

ポイント

図4-26

端部用縦材受けA端部用縦材受けA

中間用
縦材受け

中間用
縦材受け

図4-27 図4-28

（1）ボード天井材のはめ込み

ボード天井材
端部用

縦材C

縦材A

縦材A

縦材A

縦材C

縦材A

縦材B

6

端部用縦材受けB

0

6

貼り始め側
貼り始め側

貼り終り側

4.（つづき）

中間用
縦材受け

ボード天井材
中間用

中間用
縦材受け

中間用
縦材受け

縦材A
縦材A

中間用
縦材受け

中間用
縦材受け

ボード天井材端部用

端部用縦材受けB

縦材A 縦材B

－16－
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ボード天井材の取付け（つづき）4-7

① ボード天井材を貼った後、ボード天井材すきまを確認して、対角・位置を調整してください。

7

【4-3】φ4×13
ナベドリルねじ（D7）

【3-1】φ4×13
サラドリルねじ（D7）

（W30の場合のみ）

端部見切りカバーを
取付のため3.5mm
以上すきまをあけて
ください。

連結カバーを取付けの
ためパネル端部を溝に
合わせてください。

0

3

（2）ボード天井材の位置調整

フレーム

●各ボード天井材間の隙間
を開けないよう0mmに
して取付けてください。

ポイント

●連結カバーを取付けのため、ボード天井材の
隙間を3mm開けてください。

ポイント

●ボード天井材の位置を調整してください。必要に応じて別途スペーサーなどご用意ください。

ポイント

●最初に取付けるボード天井材
は、フレームの隙間を6mm
にして取付けてください。

ポイント

中間用
縦材受け

連結カバー受け

連結カバー
受け

端部見切りカバー

端部受け材
中間用
縦材受け

縦材A

連結カバー縦材B

縦材C

端部用縦材受けA

6

端部用縦材受けB

端部見切り
カバーB

※最後に取付けるボード天井材の隙間

6

貼り始め側

貼り終り側

－17－
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ボード天井材の取付け（つづき）4-7

①ボード天井材を【3-1】φ4×13サラドリルねじ（D7）で端部受け材に固定してください。
②W30の場合はボード天井材を【4-3】φ4x13サラドリルねじ(D7) で中間用縦材受けに固定してください。

●端部側のボード天井材を固定する前に、ボード
天井材をかん合方向に寄せてからねじ固定して
ください。

ボード天井材を
かん合方向に
寄せる

図4-30

（3）ボード天井材の固定

ポイント

●ボード木目面の養生シートを剥がしてからねじ
固定してください。
●ボード固定ねじはサラ頭とボード面が揃うまで
とし、締め込み過ぎには注意してください。

【3-1】φ4×13
 サラドリルねじ（D7）

ボード天井材
貼り終り側

4.（つづき）

－18－
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（W30の場合のみ）

①端部見切り材カバーAとBを切断して
ください。

②端部見切りカバーに両面テープで貼付
けてください。
③端部見切りカバーに貼った両面テープ
の上から、ゴムローラー又は指で押し
付けて端部見切りカバーに圧着させ、
両面テープが剥がれないか確認してく
ださい。

④連結カバーに両面テープで貼付けてく
ださい。
⑤連結カバーに貼った両面テープの上か
ら、ゴムローラー又は指で押し付けて
連結カバーに圧着させ、両面テープが
剥がれないか確認してください。
⑥連結カバーにシーリングを塗布してく
ださい。

4-8 端部見切りカバーA・Bと連結カバーの取付け

端部見切りカバーAと連結カバーの加工

※寸法値は目安です。取付け箇所を測定し納まりに合わせて
　加工してください。

設置サイズ 使用部材 必要部材長さ 部材切断寸法
1スパン
2スパン
3スパン
4スパン
5スパン
6スパン
7スパン

3スパン用
3スパン用
3スパン用
5スパン用
5スパン用
7スパン用
7スパン用

660
1410
2160
2910
3660
4410
5160

1610mm切詰
860mm切詰
110mm切詰
860mm切詰
110mm切詰
860mm切詰
110mm切詰

縦見切りカバーBの加工（L＝2000）
Wサイズ 必要部材長さ
W10
W15
W20
W30

869
1369
1869
1419

切断L

シーリング

図4-31　端部見切りカバーAの加工

両面テープ

両面テープ

両面テープ

両面テープ

端部見切りカバー

端部
見切りカバー

フィン立上り部

フィン立上り部

連結カバー

連結カバー

連結カバー

ボードスパン

ポイント

●両面テープはフィンの立上がりに
合わせて貼付けてください。

ポイント

●ボード１スパン毎に１ケ所シーリ
ングを塗布してください。

（1スパン毎に1ケ所）

ゴムローラー

ゴムローラー

－19－
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⑦両面テープを貼った、端部見切りカバー又は連結カバーをボード天井材に貼付けてください。
⑧端部見切りカバーに貼った両面テープの上から、ゴムローラー又は指で押し付けてボード天井材に圧着させ、端部
見切りカバーが剥がれないか確認してください。
⑨連結カバーに貼った両面テープの上から、ゴムローラー又は指で押し付けてボード天井材に圧着させ、連結カバー
が剥がれないか確認してください。

4-8 カバー材の取付け（つづき）

図4-34　エルボ仕様（平行納まり）図4-33　エルボ仕様（直角納まり）

69

98

69

98

端部
見切りカバーA

ポイント

●フリールーフの樋の部分にボード
天井材が取付く場合は納まりに合
わせて端部受け材を加工して取付
けてください。

ポイント

●端部見切りカバー・連結
カバーやボード天井材に
貼付けた両面テープが圧
着されてないと、ボード
天井材が落ちる可能性が
あります。

図4-32　W30の場合

フリールーフの
樋部分

フリールーフの
樋部分

ボード天井材
端部見切りカバーA

連結カバー

ゴムローラー

連結カバー

ボード天井材

端部見切りカバーA

連結カバー
（W30の場合）

貼り始め側

貼り終り側

端部見切り
カバーB

端部見切りカバーB

端部見切りカバーB

4.（つづき）

端部見切り
カバーB
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